
 

臨床教育実践研究センターでは、平成
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企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”

非常に造詣の深い

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を
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2.場

※開催にあたって

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

3.受講資格：事例に関

・幼

・学校臨床心理士

・児童養護施設等の関係者

 

4.受講料

 

5.定

 

6.申込方法：教育学研究科ウェブページ上の申込

もしくは
 

 

 

 
 

 
＊参加分科会に関するご要望があれば、

＊宿泊・当日の昼食については各自でお

 

7.申込締切日：

 

8.受講決定通知および受講料支払い方法

6

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

 

お振込

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

臨床教育実践研究センターでは、平成

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

25 回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”

非常に造詣の深い

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

模索する機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

実施日時：202

場 所 ：京都大学百周年時計台記念館

※開催にあたって

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

受講資格：事例に関

・幼.小.中.高校教諭、教育相談

・学校臨床心理士

児童養護施設等の関係者

受講料 ：6200

定 員 ：100

申込方法：教育学研究科ウェブページ上の申込

もしくは QR
 

午後の分科会で事例発表を希望される方は①

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

申込締切日までに

下記の係まで

 

 

 

 

事例は過去のものでも、

事例発表していただく場合には、後日ご連絡いたします。

 
＊参加分科会に関するご要望があれば、

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

＊宿泊・当日の昼食については各自でお

申込締切日：

受講決定通知および受講料支払い方法

6 月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

 

お振込期日：

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催
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臨床教育実践研究センターでは、平成

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”

非常に造詣の深い 2 名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

2023 年 7 月 3

：京都大学百周年時計台記念館

※開催にあたっては、基本的

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

受講資格：事例に関する守秘義務を守れる

高校教諭、教育相談

・学校臨床心理士等の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生

児童養護施設等の関係者

6200 円（消費税含む）

100 名（先着順）

申込方法：教育学研究科ウェブページ上の申込

QR コードを読み込んでいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください

午後の分科会で事例発表を希望される方は①

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

申込締切日までに、配達記録がつき手渡し配

まで郵送してください。

事例は過去のものでも、また、「現代の子どもをめぐる“暴力”」に関連する内容のものでなくても結構です。

事例発表していただく場合には、後日ご連絡いたします。

＊参加分科会に関するご要望があれば、

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

＊宿泊・当日の昼食については各自でお

2023 年 5 月

受講決定通知および受講料支払い方法

月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

期日：2023 年 6 月

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

「事例概要」郵送先

〒606-8501

京都大学大学院教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

5 回 リカレント教育講座「心の教育」を考える
―現代の子どもをめぐる“暴力”―

臨床教育実践研究センターでは、平成

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”

名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

30 日（日）午前

：京都大学百周年時計台記念館

基本的な感染症対策

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

する守秘義務を守れる

高校教諭、教育相談.生徒指導担当教諭、養護教諭等の学校教育関係者

の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生

児童養護施設等の関係者 

円（消費税含む） 

名（先着順） 

申込方法：教育学研究科ウェブページ上の申込

コードを読み込んでいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください

午後の分科会で事例発表を希望される方は①

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

配達記録がつき手渡し配

郵送してください。 

また、「現代の子どもをめぐる“暴力”」に関連する内容のものでなくても結構です。

事例発表していただく場合には、後日ご連絡いたします。

＊参加分科会に関するご要望があれば、

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

＊宿泊・当日の昼食については各自でお

月 19 日（金）

受講決定通知および受講料支払い方法

月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

月 23 日（金）

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

「事例概要」郵送先 

8501 京都市左京区吉田本町

京都大学大学院教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

リカレント教育講座「心の教育」を考える
―現代の子どもをめぐる“暴力”―

臨床教育実践研究センターでは、平成 9 年の設立以来、学校教育現場等で子どもに関わる専門家を対象として、

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”

名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

午前 9 時 30

：京都大学百周年時計台記念館 

感染症対策を講じ

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

する守秘義務を守れる方。 

生徒指導担当教諭、養護教諭等の学校教育関係者

の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生

 

申込方法：教育学研究科ウェブページ上の申込フォーム（

コードを読み込んでいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください

午後の分科会で事例発表を希望される方は①申込フォームより参加申込のうえ、

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

配達記録がつき手渡し配達される、書留やレターパックプラス等で

また、「現代の子どもをめぐる“暴力”」に関連する内容のものでなくても結構です。

事例発表していただく場合には、後日ご連絡いたします。

＊参加分科会に関するご要望があれば、申込フォームの備考欄に

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

＊宿泊・当日の昼食については各自でお手配ください。

日（金）先着順。定員になり次第締め切ります。

受講決定通知および受講料支払い方法： 

月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

日（金）厳守でお願いいたします。

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

京都市左京区吉田本町 

京都大学大学院教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

リカレント教育講座「心の教育」を考える
―現代の子どもをめぐる“暴力”―

年の設立以来、学校教育現場等で子どもに関わる専門家を対象として、

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

午前中のシンポジウムでは、「現代の子どもをめぐる“暴力”」をテーマに、教育現場や司法領域における臨床に

名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

30 分～午後 4

講じて参ります

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

 

生徒指導担当教諭、養護教諭等の学校教育関係者

の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生

フォーム（htt

コードを読み込んでいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください

申込フォームより参加申込のうえ、

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

達される、書留やレターパックプラス等で

また、「現代の子どもをめぐる“暴力”」に関連する内容のものでなくても結構です。

事例発表していただく場合には、後日ご連絡いたします。 

申込フォームの備考欄に

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。

手配ください。 

先着順。定員になり次第締め切ります。

月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

でお願いいたします。

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。

京都大学大学院教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

リカレント教育講座「心の教育」を考える
―現代の子どもをめぐる“暴力”―

年の設立以来、学校教育現場等で子どもに関わる専門家を対象として、

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

」をテーマに、教育現場や司法領域における臨床に

名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

4 時 50 分 

参ります。 

※当日は、検温およびマスクの着用と手指の消毒にご協力お願いいたします。

生徒指導担当教諭、養護教諭等の学校教育関係者

の心理臨床専門家、心理臨床専攻の大学院生 

https://www.educ.kyoto

コードを読み込んでいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください

申込フォームより参加申込のうえ、

②「事例概要」の様式（教育学研究科ウェブページにて配布）に必要事項を記入し、

達される、書留やレターパックプラス等で

また、「現代の子どもをめぐる“暴力”」に関連する内容のものでなくても結構です。

申込フォームの備考欄にお書きください。

ただし、ご要望に沿えない場合もございますので、ご了承ください。 

先着順。定員になり次第締め切ります。

月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。

メールを受け取り次第、受講料を銀行振り込みにてお支払いください。

でお願いいたします。 

なお、入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。 

京都大学大学院教育学研究科総務掛「リカレント教育講座」係 宛 

京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター主催

リカレント教育講座「心の教育」を考える
―現代の子どもをめぐる“暴力”― 

年の設立以来、学校教育現場等で子どもに関わる専門家を対象として、

子どもの心や教育について考える「リカレント教育講座」を年一回開催してまいりました。

回となる今年度は、「現代の子どもをめぐる“暴力”」を全体テーマとして、シンポジウムと事例検討会を

企画いたしました。近年の教育現場において、子どもをめぐる“暴力”のあらわれ方は実に多様になっており、

現代的な“暴力”への理解とそれに基づいた関わりの重要性がますます高まってきております。本講座では、

現代の子どもをめぐる様々な“暴力”に焦点を当て、考えを深める機会にできればと思っております。

」をテーマに、教育現場や司法領域における臨床に

名の先生方をシンポジストとしてお招きし、それぞれの立場からお話しいただきます。

午後の分科会では、教育現場等における個別事例について丁寧に検討し、より良い理解と支援のあり方を

機会にできればと考えております。シンポジウムと合わせまして、参加者の皆様とともに、

広い視野から心や教育についてじっくりと考える機会になれば幸いです。

多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。 
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月中旬に、メールにて、受講通知、参加していただく分科会、受講料の振込方法をご案内いたします。 

講 座 日 程 

 

2023 年 7 月 30 日（日） 

 
10：00～13：00（受付 9：30～9：50）（挨拶 9：50～10：00） 

シンポジウム「現代の子どもをめぐる“暴力”」 
2 名の講師からそれぞれ 45 分程度のご講演をしていただき、その後全体討論を行う予定です。 

 

＜シンポジスト＞ 

１．村瀬 敏則（京都府総合教育センター／臨床心理士） 

「子どもと一緒に、いかる、なく、わらう――感情の表出を支えましょう」 

 

２．小松 正明（あいち発達障害者支援センター／臨床心理士） 

「本当の暴力の話をしよう」 

 

総合司会：梅村 高太郎 （京都大学大学院教育学研究科 講師） 

挨 拶 ：松下 姫歌 （京都大学大学院教育学研究科 教授／臨床教育実践研究センター長） 

 

 

14：00～16：50 

事例研究「教育現場等における事例の検討」 
【分科会】14：00～16：30 

【全体会】16：35～16：50 

 

事例研究は、以下の 4 分科会に分かれ、少人数で秘密を厳守して事例の検討を行います。 

全体会では、講座全体のまとめと振り返りを行います。 

 

＜講師＞ 

第 1 分科会 松下 姫歌 （京都大学大学院教育学研究科 教授） 

第 2 分科会 梅村 高太郎（京都大学大学院教育学研究科 講師） 

第 3 分科会 青木 紀久代（京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター 客員准教授／ 

社会福祉法人真生会 白百合心理・社会福祉研究所 所長） 

第 4 分科会 村井 雅美  （京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター 客員准教授／ 

大阪公立大学大学院生活科学研究科 特任准教授） 

 

 
会場案内図 

お問合わせ先 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 TEL：075-753-3052 FAX：075-753-3018 

京都大学大学院教育学研究科附属 

臨床教育実践研究センター 
Praxis & Research Center For Clinical Psychology and Education Kyoto University 

京都大学百周年時計台記念館 
〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

TEL：075-753-2285 

 JR 京都駅より京都市営バス（市バス）「京都駅前」停留所乗換 

・市バス A2 のりば 17 号系統乗車⇒「百万遍」下車 

・市バス A3 のりば 206 号系統乗車⇒「京大正門前」or「百万遍」下車 

阪急電車京都河原町駅より京都市営バス（市バス）「四条河原町」停留所乗換 

・市バス G のりば 3・17 号系統乗車⇒「百万遍」下車 

・市バス E のりば 201 号系統乗車⇒「京大正門前」or「百万遍」下車 

※自家用車でのご来場はご遠慮ください 


